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れた戦闘車両の残がしリ市内に故●さキガ

　
ル
ワ
ン
ダ
ー
で
は
、
国
港
の
Ｉ
の
ほ
か
ｉ
の
非
政
府

組
輯
（
Ｎ
Ｏ
Ｏ
）
の
医
療
チ
ー
ム
も
括
苑
な
后
勣
券
農
闘
し
て
い
る
。
先

ご
ろ
、
ル
ワ
ン
ダ
の
酋
眼
キ
ガ
リ
や
ザ
イ
ー
ル
南
東
部
の
ブ
カ
プ
雛
唇
”

ャ
ン
プ
を
同
っ
て
帰
国
し
た
「
ル
ワ
ン
ダ
難
民
叙
級
”
『
ャ
ン
ペ
ー
・
ン
』
の

コ
Ｌ
で
ネ
ー
タ
ー
・
有
光
儒
氏
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
医
家
協
力
の
現
状
を
五

回
遠
眼
で
報
侭
し
て
も
６
っ
。

　
九
月
よ
帰
、
ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ

リ
を
訪
れ
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
（
ル
ワ
ン
ダ
難

民
救
援
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
）
の
医
庫
チ
ー

ム
が
階
勣
し
て
い
曼
７
イ
ー
ル
南
東
部

の
ブ
カ
プ
の
舞
民
キ
ャ
ン
プ
の
治
安
が

峯
応
し
、
国
薦
か
ら
各
Ｎ
Ｏ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
に
一
時
避
難
勣
折
が
出
た
た

め
、
ナ
イ
ロ
ビ
で
時
一
‐
‥
‘
で
い
た
医
師

６
と
一
輛
に
、
ケ
ニ
ヤ
か
ら
ウ
ガ
ン
ダ

の
エ
ン
テ
ベ
に
飛
び
、
さ
ら
に
陸
路
を

車
で
七
時
筒
堡
っ
て
キ
ー
ガ
リ
に
入
っ

た
’
　
不
安
と
緊
張
に
包
ま
れ
た
ル
ワ
ン
ダ

入
り
だ
っ
た
が
、
尊
外
に
も
首
都
キ
ガ

リ
は
屠
ち
着
い
て
い
た
。
虐
殺
さ
れ
た

遺
体
の
数
々
を
見
る
こ
と
ぞ
覚
悟
し
て

い
た
が
、
予
想
に
反
し
て
市
内
の
鵬
備

が
進
み
、
わ
ず
か
に
放
棄
さ
れ
た
戦
闘

一
両
の
羨
が
い
を
見
る
の
み
で
、
市
内

を
書
婢
し
て
い
る
新
政
府
軍
兵
士
の
喪

惰
に
も
緊
張
感
は
な
か
り
た
。

　
　
　
　
　
　
市
内
の
路
上
マ
ー
ケ
ッ

卜
も
再
開
さ
れ
、
尨
き
も

Ξ
分
の
二
は
沼
を
腿
い
て

い
た
。
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
食
事
の
提
供
を
中

止
し
て
い
た
が
、
、
町
中
の

禽
堂
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

肉
、
米
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
付
け
た

通
常
の
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事

が
糾
さ
れ
、
パ
ン
や
野
菜

も
貿
う
こ
と
が
で
き
た
。

水
の
供
給
が
確
保
さ
れ
て

な
い
の
に
、
吻
一
一
徹
の
ホ

テ
ル
で
は
フ
ル
に
水
を

a
l
J
’
M
j
4
Q
‐
9
｝
|
散
水

雷
が
ま
わ
っ
て
い
て
、
不

思
載
な
気
が
し
た
。
私
だ

鴇
隷
四
深
雛
な
飢
饉
の
可
能
性
も

ち
が
キ
ガ
リ
に
入
っ
た
日
に
キ
ガ
リ
”
一

賭
が
再
開
さ
れ
、
サ
ベ
ナ
航
空
の
定
期

便
爾
一
斑
が
巽
着
し
司
首
都
キ
ガ
リ

の
楓
聡
奮
早
く
回
復
笥
響
て
、
復
興
の

た
め
の
補
給
碁
尨
に
し
た
い
と
の
国
連

や
援
助
関
係
者
の
戦
略
に
も
と
づ
い

て
、
責
命
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を
集
中
さ
せ

た
結
巣
だ
。

曹
う
．
実
際
、
国
連
の
推
計
で
も
こ
の

．
石
カ
月
闘
で
七
百
九
十
万
人
い
た
四
民

．
の
う
ち
、
百
万
人
が
虐
殺
さ
れ
、
四
百

｀
五
十
万
人
が
内
外
で
難
民
化
し
て
い
る

ご
の
だ
か
ら
、
絞
り
方
は
そ
ん
な
も
の
な

．
の
だ
る
つ
。
Ｉ
進
や
Ｍ
Ｓ
Ｆ
（
国
楓
な

、
き
医
師
団
）
の
旗
を
立
て
だ
車
が
走
り

=
j
.
!
!
て
い
る
街
に
は
、
不
思
議
な
空
虚

　
た
だ
し
、
そ
の
分
ィ
ン
フ
レ
が
進
へ
さ
が
た
だ
よ
っ
て
い
な
．

み
、
庶
民
の
聯
ら
し
を
苦
し
く
し
て
い
．
．
七
月
の
停
戦
か
ら
約
一
ヵ
月
半
．
二

る
．
水
道
が
回
復
す
る
の
勢
多
ご
六
　
』
１
格
的
に
事
業
を
開

週
間
ほ
ど
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
な
フ
ザ
始
し
た
Ｗ
Ｋ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
や

何
よ
り
釦
目
立
っ
た
の
は
進
り
を
歩
く
Ｉ
一
４
云
』
フ
の
責
恢
噺
た
ち
は
葦
歌
壽
々

入
の
数
が
少
な
い
’
ｙ
・
四
年
前
に
旅
一
だ
づ
た
・
新
政
樟
も
休
削
を
鰍
々
に
整

行
で
キ
ガ
リ
鳶
紡
a
j
l
j
4
Q
Q
’
Q
I
.
.
.
.
.
.
.
l
･
¥
9
Q
S
Q
’
l
¥
;
＆
9
9
S
I
I
S

辺
腔
名
器
の
鈷
で
も
、
見
か
け
る
入
∴
を
糎
柿
す
る
窓
口
も
慣
興
奮
（
Ｍ
Ｏ

の
数
が
四
分
の
一
く
ら
い
に
誠
っ
た
と
　
Ｒ
）
Ｓ
本
化
さ
れ
て
い
る
．
水
温
や

　　　　召●１

一一

電
気
、
葱
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
回
復

に
余
力
を
挙
げ
て
い
る
が
、
目
下
一
番

心
配
さ
れ
て
い
る
の
が
、
腰
作
物
の
種

の
植
え
付
け
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。

種
を
植
え
る
人
手
が
な
い
、
農
具
も

な
い
。
す
で
に
附
則
は
治
ま
っ
て
い

る
。

　
Ｗ
Ｆ
Ｐ
｛
世
界
食
糧
計
Ｉ
｝
と
Ｆ
Ａ

Ｏ
（
国
翠
食
糧
興
業
機
関
）
の
予
測
で

は
今
後
五
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
ル
ワ
ン
ダ

園
内
の
二
百
五
十
万
人
が
深
刻
な
食
糧

不
咀
に
支
犀
ず
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現

在
一
内
の
各
キ
ャ
ン
プ
の
衆
業
火
一
見

の
割
合
は
五
～
一
〇
智
だ
が
、
鴫
猟
期

の
・
Ｔ
、
十
一
月
に
こ
の
数
字
は
さ
’
｛
｝
に

感
化
す
る
と
予
！
｛
瓦
て
い
る
。
そ
し

て
、

‘
来
年
は
も
っ
と
深
刻
な
飢
Ｓ
（
き

き
ん
）
に
斡
わ
れ
る
可
哺
註
が
高
い
。

特
に
依
然
島
島
の
映
い
て
い
る
南
西
部

で
の
状
況
が
憂
車
さ
れ
る
。
乖
丁
字
や

　
　
　
　
　
Ｗ
Ｆ
Ｐ
な
ど
は
良
轍
や

不
思
議
な
落
ち
着
き
者
静
討
さ

槽
、
輯
具
を
飛
行
機
で
ピ

ス
ト
ン
軸
惣
し
て
い
る

が
、
事
態
は
予
断
そ
許
さ

な
い
。
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″
ン
プ
に
既
に
四
十
二
万
人
が
膠
缶

し
、
賢
か
ら
｛
尽
・
ｉ
た
人
だ
ち
喋
９
｀
″

行
く
場
所
が
な
い
。
仕
ｗ
″
な
く
舟
で
鯖

G
.
9
轟
に
渡
っ
て
い
Ｉ
る
ら
し
い
。

　
こ
の
島
ま
で
出
掛
け
て
道
路
の
修
一

を
し
た
り
、
電
気
の
工
事
を
し
て
い
る

の
が
欧
米
最
大
手
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ひ
ご
つ

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
（
ケ
ア
）
の
ド
イ
ツ
・
チ
ー

ム
。
技
術
嵩
だ
け
で
な
べ
、
歌
Ｉ
畢
ま

で
持
ち
込
ん
で
医
家
活
動
も
し
て
一
い

る
。

　
医
奪
↑
ム
で
何
と
い
っ
て
も
目
立

斟
脂
Ｊ
さ
な
が
ら
。
援
助
の
オ
リ
ン
ピ
。
夕

つ
の
が
Ｍ
Ｓ
Ｆ
｛
国
構
な
き
医
師
団
｝
。

フ
ラ
ン
ス
・
チ
ー
ム
が
棄
て
い
る
。
難

　
　
　
　
　
幾
キ
ャ
ン
プ
の
約
半
分
を

Ｓ
ｐ
’

１
Ｈ
４
Ｌ
）
Ｑ

ぐ
ス
タ
ー
／
を
泄
り
４
ん

で
い
る
．
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
旗
そ

刄
た
蓼
や
ト
ラ
ア
ク
ー

衝
申
至
る
所
で
罠
掛
け

る
。
　
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
国
華
乖
†

字
委
員
会
）
や
Ｓ
Ｃ
Ｆ

　
（
セ
イ
プ
・
ザ
・
チ
ル
ド

レ
ン
）
も
世
界
中
の
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
活
一
し
て
い

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
コ
ン
ボ
イ

を
儡
石
９
″
夭
々
的
に
食

馨
の
搬
入
を
や
っ
て
い
る
の
が
来
』
の

キ
リ
ス
ト
教
系
の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
「
マ
ー
ル
ド

‘
ピ
ジ
ヌ
ン
」
。
資
金
作
家
の
供
給
に

人
材
と
賢
財
を
惣
り
込
ん
で
い
る
の

が
、
英
一
の
最
大
手
「
オ
ー
ク
ス
フ
″

ム
」
（
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ａ
Ｍ
）
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ｇ
‘
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
『
コ
ン
サ
ー
ン
』
（
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）
忿
翠
ャ
ン
プ
で
后
死

に
勣
い
て
い
る
。

　
日
本
や
、
は
Ｍ
Ｓ
Ｆ
ば
か
り
が
有
名
だ

が
≒
「
国
檎
な
き
薬
剤
師
団
ｌ
｀
（
Ｐ
Ｓ

Q

i
4
｡

1
1
!
j
S
場
に
や
っ
て
棄

て
、
舞
の
供
絵
を
似
借
し
て
い
る
。
医

擢
品
の
補
鴨
な
し
に
一
節
・
Ｓ
襄
蝉
だ

け
で
は
医
庸
盾
・
は
成
立
し
な
い
。
巳

S
Ｒ
Ｃ
Ｃ
（
ル
ワ
ン
ダ
維
民
家
擾
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
医
家
↑
ム
も
Ｐ
ｓ

Ｆ
か
ら
興
奮
分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
「
国
境
な
き
…
…
」
は
い
ま
や
軟
派

で
は
野
畢
鰐
な
入
柳
鰐
畿
・
人
麗
筆
匍

茜
働
へ
Ｑ
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
’
て
い

て
“
4
’
S
R
カ
ア
滞
在
中
に
『
即
構
な

き
記
者
励
』
の
取
材
も
鷺
け
た
．
M
･

ス
か
Ａ
デ
レ
コ
ｅ
か
つ
い
で
や
｛
一
で
来

た
紀
看
は
、
Ξ
堰
関
た
ヴ
ぷ
り
と
、
ル

ワ
ン
″
ベ
ザ
イ
ー
ル
ー
器
し
、
ラ
ジ

オ
喬
に
二
ａ
Ｉ
ス
を
塔

っ
て
い
る
と
い
う
。

　
４
．
卸
蜀
め
て
出
会
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム
が
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
か
ら
や
っ
て
来
た
「
ゴ
ー
ル
」

（
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
）
・
″
’
い
う
Ｎ
Ｏ
Ｏ
。
死
体

の
処
瑞
’
櫛
葬
’
ｉ
・
イ
レ
づ
く
り
が
専

門
で
、
黒
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
ユ
ー
ー
フ
ォ
ー

ム
と
い
う
員
色
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
″
｀
。

　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
か
ら
も
小

〈
な
分
野
で
力
を
発
揮

さ
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
捉
師
団

が
来
て
い
た
し
、
米
一

ボ
ス
ト
ン
に
本
葛
の
あ

る
「
人
権
の
た
め
の
Ｓ

御
間
」
は
瓢
接
釣
な
戴

捷
唇
勅
よ
ｇ
、
医
家
蜜
か
ら
嗜
粉
の
檎

！
ｔ
、
憾
蕃
を
出
し
畜
顧
佑
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
繋
妾
な
低
務
に

し
一
’
必
る
‘
。

　
麗
に
多
様
な
Ｎ
｛
一
ｙ
Ｑ
が
西
国
か
ら
Ｉ

a
g
y

S
R
a
k
!
9
、
箭
争
し
た
り

し
な
が
ｅ
Ａ
竃
債
勒
蔭
勣
に
従
事
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
世
界
中
の
Ｎ
９
一
ｙ
が

ゴ
マ
に
約
六
十
、
７
カ
プ
に
約
一
葦
も

既
に
来
て
い
て
、
満
場
は
さ
な
が
ち
。

″
備
前
Ｑ
ア
リ
ン
ピ
″
Ｚ
だ
と
屏
す

る
Å
も
い
る
。

　
日
本
か
ら
ザ
イ
フ
ー
ル
の
業
民
キ
今
ン

プ
に
来
て
い
る
の
４
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ジ
M
a
l
s
l
s
l
l
9
9

Q
二

笥
概
だ
け
だ
が
、
債
場
で
峰
わ
れ
て
い

る
の
は
、
日
突
鴬
ぞ
る
こ
と
で
は

な
く
、
各
匡
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
盲
輯
・
篇
力

し
て
、
上
手
に
分
担
を
行
い
、
い
か
に

勅
蜃
的
に
で
き
る
か
だ
。
そ
の
た
め
に

喋
、
塑
芳
念
｛
蓼
能
力
も
必
要
で
、

医
嶺
ス
タ
。
フ
啄
ぷ
に
現
竃
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
呪
剃
が
大
き
い
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
霊
ｌ
い
ま
や
佃
際
分
業
の
聊
代
な

の
で
あ
る
。
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箇
で
の
牌
糎
な
～
石
現
地
で
は
入
手
ｙ
‥

5
/
い
の
で
、
イ
ン
マ
ル
な
し
に
今
一

の
ブ
ロ
ジ
ｚ
ク
ト
は
で
？
な
い
、
ζ
、
私

は
あ
ち
こ
酋
睨
鮮
し
て
回
り
、
郵
政
客

Ｓ
乖
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
の
助
成
斎

得
、
や
っ
と
一
式
購
入
し
て
も
ら
っ

た
。

　
し
か
し
、
い
つ
も
思
う
の
だ
が
、
こ

う
し
た
現
場
で
使
う
潤
巻
繊
や
、
コ
ピ

ー
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
ほ
と
ん
ど
か
日
本
Ｓ

だ
。
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
、
発
露

機
§
星
ｉ
が
多
く
、
国
連
も
各
Ｎ
Ｏ

Ｏ
も
ト
ヨ
タ
の
四
輪
駆
動
車
を
旋
っ
て

い
る
。
援
助
の
現
物
で
日
本
の
麟
が
見

え
な
い
と
よ
く
貧
Ｒ
一
れ
る
が
、
日
本
か

ら
の
物
は
あ
ふ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、

こ
う
し
な
旱
や
機
械
の
保
持
や
サ
ボ
ー

ト
が
で
き
る
民
閣
企
頻
の
人
材
衰
も
っ

と
出
し
た
ら
ぐ
っ
1
1
9
x
&
e
‘

I
S

躬
動
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
こ
つ
は
、
も
っ

と
も
郷
家
な
｀
″
野
の
こ
と
を
素
早
く
や

っ
て
の
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
っ
す
れ

ぱ
、
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
や
す
い
。

５
ｇ
み
に
ド
イ
ツ
の
’
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ

ン
ツ
社
は
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
に
ｔ
員

二
千
人
を
交
代
で
籾
瀧
中
だ
。

死li；aU1゛jn1U吋乙U刄　児冗．り００乙Q410tjDj

概
民
キ
ー
ノ
プ
の
子
ど
も
た
ち
の
診
療
を
ず
る
渡
ａ
駿
生

医
師
？
Ｔ
バ
ン
ジ
ー
・
キ
″
ン
ブ
子
ど
も
診
療
所
で

　
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
に

比
べ
て
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ど
う
な
の
か

？
と
い
つ
も
間
わ
れ
る
。

　
今
回
私
た
ち
Ｒ
Ｃ
Ｃ
（
ル
ワ
ン
ダ
襟

民
救
援
キ
々
ン
ペ
Ｊ
ン
）
が
派
蔵
し
た

ス
タ
フ
フ
は
Ｉ
カ
月
半
で
ナ
入
。
フ
４

リ
ピ
ン
・
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
敏
男
旭
で
家

櫛
居
齢
に
参
加
し
た
経
験
や
中
Ｓ
で
の

医
摩
の
経
験
の
あ
る
医
師
二
人
と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン

各
一
人
の
針
四
入
を
第
一
陣
と
し
て
現

地
に
所
蔵
し
た
。

　
男
臭
開
始
か
ら
派
遣
ま
で
約
一
ｉ
醒

と
い
う
の
は
比
葱
冦
・
か
っ
た
と
娶
つ

か
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
（
国
構
な
き
医
師
団
）
の

よ
う
に
世
界
中
ど
こ
へ
で
も
四
十
八
時

罰
か
ら
七
十
二
時
間
四
｀
内
に
と
い
う
迅

速
（
じ
ん
そ
″
ヽ
、
）
さ
に
は
は
る
か
に
及

ぱ
な
い
。

　
ロ
ジ
ス
テ
４
シ
ャ
ン
も
、
日
本
で
は

聞
き
な
れ
な
い
貫
葉
だ
か
、
重
要
な
仕

事
だ
。
医
師
が
入
る
前
に
、
あ
る
い
は

同
時
に
、
活
動
す
る
毎
所
を
確
侭
・
‥
ｙ
、

テ
ン
ト
を
張
り
、
車
を
調
進
し
、
硝
舎

を
設
営
し
、
物
資
の
等
軸
路
を
開
拓
・

確
細
す
る
。
「
物
価
管
理
員
」
と
い
う

バ
″
ク
ア

ふ
う
に
訳
さ
れ
る
要
員
だ
が
、
ロ
ジ
な

し
に
援
助
活
動
は
成
立
し
な
い
と
断
言

２
ノ
体
制
の
確
立
が
急
務

技
師
、
仏
語
の
堪
能
（
た
ん
の
う
）
夕

廓
煮
員
の
三
人
、
と
い
う
布
陣
だ
。
ド

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
四
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
東
京
か
ら
持

し
て
も
よ
い
く
ら
い
だ
．
　
　
　
　
　
　
医
療
チ
ー
ム
」

　
　
　
　
　
第
二
障
は
、
ア
フ
ガ
ン
　
容
だ
．
讐
喫
煙

　
　
　
　
　
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
カ
ン
ボ
　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
’

　
　
　
　
　
ジ
ア
で
の
経
験
を
持
つ
医
　
地
の
人
を
辱
２

　
・
　
師
と
冲
繩
の
米
軍
掬
統
に
　
　
第
一
陣
か
核

　
　
　
　
　
ｉ
Ｓ
ｙ

Ｓ
３
４
４
９
　
　
１
ａ
Ｉ
Ｑ
時
点
で
、

　
　
　
　
　
力
に
は
何
厦
も
来
て
い
る
　
決
ま
っ
て
は
い
｀

　
　
　
　
　
研
修
医
の
医
師
二
人
と
コ
　
番
廬
当
か
も
見

　
　
　
　
　
　
Ｎ
’
♂
　
　
一
‘
　
．
‘
’
　
、
．
、
＆
j
3
S
4
j
l

　
　
　
　
　
　
　
…
…
　
…
認
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’
・
．
心
‘
．
　
　
　
　
　
廸
！
　
・
　
”

　
Ｉ
　
　

Ｉ
デ
M
t
‐
4
‐
Q
1
1
1
　
4
A
J
S
.
4
"
Q
t
!
'

　
　
　
　
　
入
．
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
だ
っ
た
．

　
　
　
　
　
　
第
Ξ
陣
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
　
西
部
の
保
護
区
〃

　
国
■
　
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
タ
　
フ
ツ
吹
数
邑
一

　
　
　
　
　
イ
、
カ
ン
ポ
ジ
ア
で
の
経
　
ま
っ
た
八
月
十
一
Ｉ

　
　
　
　
　
験
を
槙
ん
だ
青
年
撃
力
隊
　
難
民
受
け
人
む

　
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
は
最
低
限
の
降
・
　
・
ｓ
し
た
医
療
素
具
と
丁
一
具
、
ｌ
ｒ
ヂ

容
だ
。
讐
護
嘩
は
、
患
者
と
の
コ
ミ
‘
ュ
…
…
イ
ロ
ピ
で
華
入
し
た
医
薬
局
を
絢
え
て

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
あ
る
の
で
郷
ニ
ブ
チ
『
ャ
ー
ー
タ
１
ｋ
ホ
型
構
で
プ
カ
プ
の

地
の
人
を
笏
う
こ
と
に
し
た
。
　
ゾ
ソ
。
・
壁
尨
に
降
り
立
っ
た
の
は
八
月
十
八

　
第
一
陣
か
成
咄
毫
Ｓ
発
し
た
八
月
七
万
二
日
、
難
民
の
大
量
流
出
か
ら
五
日
目
だ

一
日
の
t
j
l
p
‘

l
l
!
1
!
r

u
M
j
y
］
4
!
。

決
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ζ
」
が
一

番
廬
当
か
も
自
分
た
ち
で
廣
べ
て
決
め

　
駄
路
の
反
対
側
か
ら
は
わ
ず
か
な
家

財
道
具
を
か
つ
い
で
国
構
か
ら
歩
い
て

く
る
賊
民
の
群
れ
が
続
き
、
一
気

に
人
口
が
俯
に
膨
れ
上
が
っ
た
ブ

カ
ブ
の
衝
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て

Ｏ
Ｂ
の
医
師
と
臨
床
検
査

欧
米
に
比
べ
貧
弱
な
装
備
に
四
旧

よ
と
い
う
の
が
、
与
え
ら
れ
た
任
務
？
こ
い
た
。
ホ
テ
ル
も
取
材
記
饗
と
援
助
腿

ひ
と
つ
だ
っ
た
。
仏
事
の
ル
ワ
ン
ダ
南
。
佩
嘸
ら
で
貫
員
だ
っ
た
。
環
桐
は
最
悪

酉
齢
の
保
護
区
か
ら
の
撒
Ｉ
に
伴
ｙ
、
一
…
…
…
・
だ
づ
た
。
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ａ
天
挙
’
‥
そ

フ
ツ
吹
難
民
の
鎔
二
次
大
量
庶
出
が
匍
づ
ご
。
や
。
て
釆
る
の
で
、
車
輛
や
資
材
も
Ｉ

ま
っ
た
八
月
十
一
言
以
降
、
ブ
カ
７
が
レ
冨
べ
。
そ
れ
に
耽
ぺ
て
ａ
本
チ
ー
ム
は

難
民
受
け
入
れ
の
量
大
の
拠
貞
と
な
①
…
…
装
備
ぽ
貧
弱
で
、
日
本
と
の
竃
話
覆
絡

り
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
チ
Ｔ
ム
も
そ
こ
で
活
勣
す
…
…
’
一
ぃ
に
も
舜
が
折
れ
る
。
特
に
竃
昴
や
Ｓ
気

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
…
…
｛
”
ヾ
’
｝
｀
’
　
　
　
の
児
輯
し
て
な
い
ア
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
－
　
を
　
　
　
　
　
　
Ｉ
『
　
　
　
』
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ご
口
癩
児
か
ｉ
ｉ
人
ま
で
同
人
も
の
家
旅
が
一
つ
の
テ
ン
ト
の
中
で

りU」乙I･J II･＿』

Ｉ
Ｃ
て
い
る
。
左
は
ザ
イ
ー
ル
ー
５
、
右
は
日
本
人
コ
ー
デ
ゞ
ネ
ー

て
映
町
直
子
さ
ん
（
バ
ン
ジ
ー
・
ふ
ャ
ン
プ
で
）

'ム

　
約
二
百
万
人
の
難
民
を
受
け
入
れ
て

い
る
ザ
イ
・
’
ル
も
大
変
ベ
モ
プ
ツ
大

統
價
へ
の
批
司
も
多
く
、
こ
ち
う
む
政

権
は
不
安
定
と
い
わ
れ
る
。
国
暁
や
離

反
キ
ャ
ン
プ
を
賢
司
す
る
ザ
イ
ー
ル
軍

の
兵
士
の
給
料
も
数
力
月
支
払
わ
れ
て

な
い
と
か
で
、
ど
こ
に
行
う
で
も
″
袖

の
ｙ
ぷ
を
要
求
さ
れ
る
。
鱗
確
実
に
わ

ず
か
な
O
t
j
y

H
S
i
!
4
￥
4

否
す
苓
汽
’
ろ
い
ろ
と
嫌
が
ら
せ
を
雙

け
る
。
時
間
の
ロ
ス
を
蔵
け
な
い
の

で
、
少
額
そ
叉
払
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
通

し
て
4
)
a
l
っ
の
だ
が
、
い
つ
も
わ
だ
か

☆４

１
凛
」

ま
り
は
残
る
。
不
必
妾
な
金
を
取
ら
れ

て
陶
し
い
と
い
う
以
上
に
、
ア
フ
目
ぞ
刀

諸
国
の
経
済
的
自
立
の
困
甦
さ
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
る
の
だ
。

　
植
民
地
支
配
の
ａ
の
摩
夭
は
。
ぶ
シ

ア
以
上
に
深
刻
か
も
知
れ
な
い
、
ル
ワ

ン
ダ
Ａ
、
ザ
イ
ー
ル
入
に
は
、
助
け
て

も
ら
い
な
い
、
外
国
援
助
喩
瘤
の
仕
事

に
あ
り
つ
き
た
い
と
望
む
気
持
ち
が
一

般
に
は
多
い
￥
面
、
西
洋
人
に
対
す
る

反
発
も
綬
擬
い
。
い
く
つ
か
の
霧
民
キ

ャ
ン
プ
で
咳
フ
ラ
ン
ス
人
一
や
ベ
ル
ギ

ー
人
の
誉
助
↑
ム
と
陪
茂
と
が
対
立

帽
Ｅ
Ｕ
植
民
地
支
配
の
負
の
歴
史
も

≒
l
‐

i
’”
:
S
:
S
l
l
t
4
S
4
:
9

く
弐
笹
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
「
代

わ
り
に
５
史
的
に
φ
立
だ
っ
た
一
り
寡
の

　
　
　
　
　
援
助
で
ム
に
ゐ
ら
て
ほ

し
い
」
と
の
依
咳
を
国
連

か
ら
何
回
も
雙
け
た
。
む

と
も
ｙ
苓
回
の
ル
ワ
ン
ダ

の
紛
争
も
こ
の
地
域
【
帑

で
塁
年
祠
く
混
乱
も
、
植

民
態
又
配
の
歴
史
に
由
来

す
苓
こ
こ
ろ
か
大
き
い
。

酒
巻
ｌ
国
の
フ
ラ
ン
ス
や

ベ
ル
ギ
ー
が
多
数
派
の
フ

ツ
擲
恥
ｙ
っ
ま
く
支
配
す
る

た
め
に
少
数
派
の
ツ
チ
択

を
意
図
的
に
優
遇
し
、
中

Ｓ
芦
理
戦
に
什
豆
て
上
げ

て
民
族
対
痙
ざ
謨
っ
て
き
ぺ
そ
の
略

采
醸
成
さ
れ
た
Ｉ
・
民
族
の
歴
史
的
な
相

互
不
乖
″
」
恟
那
は
、
簡
単
に
は
恋
や
し

雛
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ザ
イ
ー
ル
側

住
民
も
こ
の
驀
然
の
難
民
斎
ま
く
犀
け

入
れ
て
い
や
ご
思
う
。
ブ
カ
ブ
の
町
の

入
口
と
同
じ
く
ら
い
の
義
民
が
鮨
一
’
‥
蕎

せ
て
、
市
内
の
学
校
の
校
緬
は
テ
ン
ト

村
と
化
に
）
、
ず
っ
と
休
校
の
ま
乳
弓

糎
氏
が
炊
事
に
使
う
燃
料
に
木
か
μ
応

ど
ん
切
っ
て
し
京
つ
た
め
、
あ
っ
と
い

う
聞
に
市
内
の
街
路
樹
は
あ
ら
か
た
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
・
尼
。

　
こ
れ
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
そ
受
け

入
れ
た
タ
ノ
『
‐
９
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
を
受

け
入
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
必

ず
地
元
住
民
に
よ
る
反
発
と
抗
議
が
起

隣
国
民
の
受
難
分
か
ち

‐
ｌ
ｌ
’
‐
’

き
、
孵
咎
蚕
こ
ン
ブ
の
囲
い
の
早
に

封
じ
込
め
。
木
を
切
る
と
処
ｒ
す
る
な

ど
の
厳
し
い
対
応
が
受
け
入
れ
Ｓ
．
醐
で

は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
ザ
イ
ー
ル
で
は

ｉ
ノ
し
た
扱
い
鳶
叉
け
て
な
い
。
キ
‘
。

ン
ブ
を
甘
薯
し
て
い
る
ザ
。
ゴ
’
ル
軍
の

軍
ｒ
一
は
こ
ノ
フ
リ
カ
人
の
寛
大
さ
と
兄

弟
家
撚
を
強
奥
し
た
が
、
‐
社
会
金
体
が

ル
ー
ー
ズ
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
隣
Ｓ

の
住
民
の
受
難
を
分
か
ち
命
？
こ
い
う

ア
フ
リ
カ
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

土
壌
も
確
か
に
あ
苓
ぶ
、
っ
ｙ
’

　
今
回
の
紛
争
以
前
に
ル
ワ
ン
ダ

､.6、

1Ξ1

つ
か
ら
ザ
イ
ー
ル
に
采
て
住
み
つ
い
て
い

る
ル
ワ
ン
ダ
入
も
多
く
、
舞
民
キ
″
ン

プ
だ
け
で
な
く
、
蜃
っ
し
た
親
族
の
所

に
簒
＆
爾
せ
て
い
る
礎
民
も
少
な
く
な

い
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
他
に

担
当
じ
て
い
る
二
つ
の
地
元
の
酢
炭
所
’

の
寓
わ
り
に
は
、
硯
族
な
ど
の
家
に
佳

　
　
　
　
　
　
み
つ
い
て
い
る
難
民
が

　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
八
千
人
も
い

る
。
同
人
欠
員
、
効
率

主
義
だ
け
で
勣
い
て
い

る
社
会
で
あ
れ
ば
、
と

て
も
こ
れ
だ
け
の
喬
民

そ
そ
け
入
れ
て
、
涸
一
応
ヽ
か
に
１
活
屈

を
岬
け
て
は
い
う
び
ｇ
い
の
で
は
な
い

か
と
も
ｓ
じ
た
。

　
ザ
イ
ー
ル
人
の
鴇
一
応
Ｎ
Ｇ
Ｏ
お
両

に
よ
く
蜀
い
て
い
る
。
’
Ｊ
Ｓ
］
の
唇
９
所

で
も
、
や
っ
て
来
る
難
民
の
鰍
奢
を
地

元
の
住
民
と
分
け
嘩
で
な
く
受
け
入
れ

て
い
る
。
無
腰
ｙ
ニ
劃
が
両
親
安
政

さ
れ
瓦
り
、
逃
げ
る
池
中
で
鯛
と
ー
、
、

４
;
Ｓ
ｙ

ｉ
Ｍ
４
ｋ
Ｍ
Ｍ
Ｒ

ｐ
、

そ
の
靫
は
二
十
万
人
以
去
縦
走
さ
れ

て
い
る
が
、
「
孤
児
セ
ン
タ
フ
ー
に
や
っ

て
来
て
ル
ワ
ン
ダ
人
の
子
ど
も
靫
引
き

取
る
ザ
イ
’
‐
ル
人
９
舞
父
母
」
も
か
な

り
の
鮫
に
の
ば
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　
賊
民
キ
’
ン
プ
で
廓
一
さ
れ
た
良
Ｓ

や
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
医
師
が
与
え
た
飴
Ｉ
を
１

Ｘ
９
１
+
１
９
Ｍ
４
っ
た
り
言
硲
で
‐
‐

均
等
に
配
布
す
ヌ
扁
聊
£
し
ぱ
し
ぱ
見
‐
。

か
け
た
。
ザ
イ
ー
ル
ー
只
と
限
忌
不
ぜ
・

り
惣
い
と
い
っ
た
ト
ゲ
ト
ゲ
し
？
】

Ｉ
ス
ぱ
か
り
が
新
聞
紙
ト
を
に
ぎ
わ
せ

て
い
る
司
ア
フ
リ
カ
的
大
家
家
玉
篠

の
伝
統
に
支
え
｛
｛
れ
た
感
動
的
な
光
景

に
も
救
援
で
Ｉ
ム
は
旬
日
出
会
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
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※
ル
ワ
ン
ダ
難
民
教
護
募
金
の
送
金

方
旅
は
、
住
友
蝦
行
新
宿
支
き
普
通

口
座
一
七
一
三
三
五
一
「
ル
ワ
ン
ダ
冊

民
救
援
金
」
、
郵
便
鋭
l
{
}
i
(
)
O
I

三
〇
一
九
一
七
七
〇
八
四
三
「
同
」

へ
。
「
ル
ワ
ン
ダ
犀
民
敦
漿
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
の
壽
絡
先
は
、
一
Ｔ
罵
千
代
田

区
飯
田
橋
四
ノ
五
ノ
ー
六
エ
ル
千
代
’

田
娶
）
二
｛
腿
・
３
２
６
８
’
８
５

９
１

ぱ
、
現
状
で
は
ィ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
や
ラ

ン
ド
ク
ル
１
命
Ｉ
を
購
入
’
‥
尼
資
金
ほ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
ト
ヨ
タ
に
葦
麿
し
、
そ
の
分

医
菓
品
や
食
糧
購
入
に
充
て
ら
れ
る
予

算
が
剛
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
Ｌ
死
高
額

の
素
材
や
車
朔
な
ど
は
政
府
が
無
償
で

貸
し
出
す
と
い
う
ふ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

削
変
化
で
き
な
い
だ
り
っ
i
e
‘

l
a
l

は
日
本
の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
に
肇
尼
す
る
必
要
は

な
い
。

　
東
京
ゐ
・
ニ
ュ
ー
『
’
マ
‘
‘
ク
、
ジ
ュ
ネ
ー

プ
か
ら
一
方
的
に
発
想
す
る
の
で
な

く
、
ニ
ー
ズ
の
あ
る
現
場
か
ら
発
想
・

計
爾
す
る
こ
と
が
「
国
際
叱
」
の
実
現

の
た
め
に
ぜ
ひ
こ
も
必
要
で
あ
る
。
各

位
の
一
里
の
理
解
と
葡
力
呪
一
望
し
て

本
痢
奮
襲
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）
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ブ
カ
ブ
の
パ
ン
ジ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
の
難
民
の
子
ど
も
だ
ち

と
罪
塚
万
旱
医
師
ｅ

　
こ
う
し
た
鱗
民
救
援
に
参
加
し
て
私

た
ち
が
提
供
で
遡
る
の
は
、
限
ら
れ
た

侃
原
と
人
道
的
な
ケ
ア
に
す
ざ
な
い

が
、
同
時
に
、
参
加
し
た
者
は
い
つ
も

多
く
そ
拳
ん
で
Ｉ
っ
て
来
る
。

　
今
回
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
活
動
の

難
し
さ
は
、
支
援
対
象
の
難
民
が
目
然

災
害
で
は
な
く
、
、
政
治
的
・
軍
事
的
紛

争
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
難
民
で
あ

る
と
い
う
点
に
尽
き
る
。
国
連
も
各
Ｎ

Ｑ
Ｏ
も
難
民
の
早
明
輝
薦
を
望
ん
で
い

る
が
、
い
つ
難
民
が
帰
還
で
き
て
、
敦

畿
活
動
が
終
結
す
る
こ
と
に
な
る
の
か

？
　
だ
れ
に
も
分
か
ら
な
い
。
従
っ

て
、
救
援
事
業
の
計
画
も
立
て
に
く

く
、
予
算
も
一
体
い
く
ら
か
か
る
の
か

５一一一一一一

？
予
測
不
可
能
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
支
援
対
象
の
難
民
の
中
に

は
大
農
虐
殺
の
責
任
者
や
実
行
者
が
多

数
ま
ざ
っ
て
い
る
。
「
人
繕
」
を
侵
襲

し
た
可
暁
性
の
高
い
集
団
を
「
入
一
肩
援

恥
一
の
名
の
下
に
救
恢
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
（
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救

世
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が
活
動
し
て
い
る

パ
ン
ジ
ー
・
キ
″
ン
プ
は
特
に
旧
政
府

軍
の
兵
士
が
多
く
、
政
治
的
中
立
を
訓

剛
に
す
る
国
竃
は
こ
の
キ
ャ
ン
プ
ヘ
の

支
援
を
行
っ
て
い
な
い
。
聊
在
Ｗ
Ｆ
Ｐ

　
（
世
界
良
笥
計
画
）
が
食
糧
を
供
給
し

て
い
な
い
唯
一
の
キ
ｆ
ン
プ
で
、
Ｎ
Ｏ

Ｏ
だ
け
が
支
鰻
し
て
い
る
。

　
タ
イ
国
禰
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ

¬

人
権
侵
害

器

諮
一
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の
が
基
本

ン
プ
で
は
、
「
晋
週
」
の
難
民
は
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
一
恵
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

忠
が
支
援
し
な
び
、
ポ
ル
ポ
ト
派
や

ソ
ン
・
サ
ン
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
派
の
兵
士

も
い
る
ミ
リ
タ
リ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
は
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
堕
胎
を
行

わ
ず
、
代
わ
り
に
国
運

事
務
総
長
の
下
に
Ｕ
Ｎ

Ｂ
Ｒ
ｏ
ｌ
悪
趣
恢

復
活
動
）
と
い
う
別
の

機
翼
そ
設
置
し
、
入
道

援
助
を
行
っ
た
。
赤
十

字
の
例
を
引
く
ま
で
も

な
く
、
敵
で
あ
ろ
う
が

味
力
で
あ
る
っ
か
、
因

っ
て
い
る
一
八
は
交
接
す

る
と
い
う
の
が
「
入
漑

援
助
」
の
基
本
で
あ

る
。
例
え
父
親
が
人
殺

し
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
食
べ
物
の
な
い
子
ど
も
は
助
ぢ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
も
批
准
し
た

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
、
内
職
下

の
子
ど
も
の
保
護
に
つ
い
て
も
紺
か
く

規
定
し
て
い
る
。
郷
単
に
好
き
と
か
謙

い
ぶ
か
、
昨
い
と
か
の
理
由
で
、
新
一

や
活
動
を
騎
手
に
戎
更
す
る
こ
と
似
で

き
な
い
。
あ
く
ま
で
世
界
的
な
基
畢
に

基
づ
い
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
’
｛
缶
か

け
、
粛
々
と
責
任
を
果
た
す
の
が
「
入

道
援
助
」
で
あ
る
。
。

　
フ
ツ
疾
の
旧
政
府
軍
が
多
い
と
い
う

理
由
で
尻
込
み
す
る
他
の
ス
タ
２
ノ
に

ペ
テ
ラ
ン
Ｑ
小
児
科
医
新
塚
万
里
子
医

師
は
こ
う
鋭
い
た
。
「
医
者
の
仕
猫
は

世
界
中
ど
こ
で
も
伺
じ
。
目
の
前
に
い

る
愚
考
を
乎
当
て
し
、
可
能
な
殴
り
の

処
爾
そ
し
て
あ
げ
る
だ
け
。
キ
ャ
ン
プ

が
怖
い
と
い
う
人
は
棄
な
く
て
も
い

い
。
私
は
行
き
ま
す
」
と
。

Ｌ＿

と
「
人
道
」
の

　
こ
う
し
た
趾
怨
絢
、
原
理
的
な
問
題

か
ら
、
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
言
葉
・

文
ｔ
の
問
題
ま
で
、
今
、
ア
フ
リ
カ
の

地
で
ル
ワ
ン
ダ
難
民
塹
又
鰻
し
な
が
ら

日
本
の
Ｎ
Ｑ
Ｏ
は
多
く
を
学
ん
で
い

る
。
匁
）
年
代
晩
単
め
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
救
援
で
唱
ま
っ
た
と
さ
れ
る
日
本
の

Ｎ
Ｏ
Ｏ
に
よ
る
緊
急
救
援
垢
勣
は
、
ア

フ
ガ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
や
ク
ル
ド
の
難

民
救
援
、
。
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
戦
火
な
ど
の

　
　
自
然
災
害
の
救
歴
を
次
々
体
鱗
し

　
　
て
、
讐
実
に
成
長
し
て
き
て
い

　
　
る
。
今
回
初
め
て
イ
ン
マ
ル
サ
。

M
S
I
I
電
S
I
S
)
4
S
t
y

i

自
に
チ
今
Ｉ
タ
ー
便
を
飛
ぱ
し
て
蒙
蓋

物
責
や
ス
タ
i
%
フ
を
輪
収
ず
る
と
い
う

従
来
で
は
雰
含
れ
ｇ
か
っ
た
蜘
根
の

作
戦
を
厦
開
し
て
い
る
。

　
自
蜀
隊
聚
Ｉ
に
ぱ
か
り
目
が
向
い
て

い
る
が
、
。
は
る
か
に
少
な
い
予
算
と
人

員
で
暫
労
し
な
か
ら
早
く
か
ら
現
地
で

活
動
を
暁
け
て
い
る
Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
試
行
匍

綱
に
も
ぜ
ひ
注
目
し
、
ぞ
の
舞
茸
な
成

　
　
　
　
　
　
果
か
仔
な
翼
一
っ
て
い

で

た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に

Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
哨
勣
に
刈
ず

る
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
、

思
い
つ
き
で
な
く
政
策

化
し
て
ほ
し
い
。
刎
瓦
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